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ハザード統合マップについて
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ハザード統合マップ
○平成16年版報告書の作成⽅法に準じてハザード統合マップを試作した。
○ ハザード統合マップは、溶岩流、噴⽯、⽕砕流及び融雪型⽕⼭泥流についての災害予測範囲
を重ねて表示したものとした。
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（旧） 富士山ハザード統合マップ（平成16年版） 【新】 富士山ハザード統合マップ

図の見方と記号の意味

△ 山頂 ⾏政界（市町村境界）

火口ができる可能性の高い範囲 （この範囲のすべてでなくどこかに火口ができます。）
過去に火口ができた地点（令和３年３⽉末時点までの調査で判明しているもの。）
噴火しそうな時、噴火が始まった時すぐに避難が必要な範囲を示しています。
（噴火した場合に、下の3つのどれかに当てはまり、すぐに危険になる範囲です。）

火砕流が発⽣したときに、高熱のガスが高速で届く可能性がある範囲
火口から噴出した岩がたくさん落ちてくる範囲
（この範囲外にも、まれに、10cm未満の⼩⽯などが高速で落下することもあります。）
溶岩が流れ始めた場合に、すぐ到達するかもしれない範囲（３時間程度を想定）

すぐ危険にはなりませんが、火口位置によっては避難が必要な範囲です。公的機関から出される避難情報に注意してください。また、避難に時間
のかかる⼈（お年寄りや⼊院患者等）は早めに避難してください。
（溶岩が流れ続け、１⽇くらいで流れ下る範囲を示しています。）
雪が積もっている時に噴火しそうになった場合に、沢や川には近寄らないようにする必要がある範囲です。
（積もった雪が火砕流により溶かされ、沢や川沿いで泥流があふれるおそれのある範囲を示しています。）

ここに着色されているすべての範囲が、同時に危険になるわけではありません。
〔仮に富⼠山が噴火した場合に、溶岩流・⼤きな噴⽯・火砕流などの影響がおよぶ可能性の高い範囲を、すべて
重ねて描いたものです。〕


